
腫瘍センター化学療法部門卒後臨床研修カリキュラム（選択）
（１ヶ月単位、延長可 １名／月）

研修内容
増加の一途をたどるがん患者の外来がん薬物療法を経験し、乳癌、肺癌、
消化器癌、造血器腫瘍などを中心に外来で施行する標準的なレジメンにつ
いて理解し、併用薬剤の種類、投与量の算出方法、投与間隔、投与禁忌、
投与可能条件、減量方法、補助薬の種類と使用方法などについて理解する。
又、がん薬物療法をうけられる患者のサポーティブケア（有害事象のマネジメ
ントと治療）、医療倫理の理解、チーム医療の実践を経験する。
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がん薬物療法を実施可能な患者を的確に診断でき、適切な治療計画を理解することができる

がん患者の病状把握や治療法選択のために必要な問診、診察ができる

抗がん剤や分子標的薬の作用メカニズム、副作用のプロフィールが理解できる

がん薬物療法に必要なCT、PET-CTなどの画像検査、腫瘍マーカー、免疫組織化学検査、遺伝子検査を

理解することができる

薬剤投与のための正しいルート確保（末梢血管、CV・動注ポートなど）ができる

抗がん剤や分子標的薬剤の有害事象の判定方法と適切な支持療法について理解し、対応することができる

オンコロジックエマージェンシーに対応できる

抗がん剤の効果判定の方法について理解できる

看護師、薬剤師などの多職種から構成されるチーム医療の必要性を理解し、一員として働くことができる

がん薬物療法を行う際のインフォームドコンセントなどがん診療に関連する医療倫理的な問題への対応が
理解できる
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